
解体工事等特記仕様書

１ 共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解

体工事共通仕様書（最新版）」(以下、「解体共通仕様書」という)による。

解体共通仕様書に記載されていない事項は「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」及び「公共

建築改修工事標準仕様書」による。

２ 特記仕様

（一般事項）

石綿障害予防規則(平成十七年厚生労働省令第二十一号)第四条の二(事前調査の結果等の報告)の対
象となる工事の場合、事前調査の結果等を石綿事前調査結果報告システムにより報告（届出）※を行

い、報告内容及び、報告したことの確認ができる書類を提出すること。

石綿事前調査結果報告システムによる報告を要しない工事については、「解体等工事に係る事前

調査説明書面」により、監督員に説明を行うこと。

吹付石綿、石綿含有保温材等の除去等の工事は、解体・改修工事開始前（14 日）に計画届を労働

基準監督署に届出すること。

その他の必要とされる各種法的手続きを行うこと。

「建設リサイクル法第 12 条 説明書」、「建築基準法第 15 条 除却届」、「騒音規制法第 14 条第 1

項（第 2項） 特定建設作業実施届出書」、「振動規制法第 14 条第 1項 特定建設作業実施届」及

び「愛媛県公害防止条例第 69 条 特定作業の実施の届出」等

（作業中の安全確保）

作業にあたっては、作業方法・作業手順等、作業計画を事前によく検討し、状況に応じて誘導員

を適切に配置する等、第三者の安全確保に努めること。

（賠償の義務）

隣接構造物に損傷を与えないように十分注意すること。誤って損傷を与えた場合には速やかに監

督員に報告し、原因者の責任において直ちに復旧すること。

なお、隣接構造物の現況状態について工事着手前の記録整備に努めること。

作業により道路の汚れ等、周辺に悪影響を及ぼした場合は、速やかに適切な処理を講じること。

（敷地境界の保全）

作業にあたっては敷地境界に留意し、境界杭等がある場所は、それを保全して施工すること。

（フロンガス処理）

エアコンについて、大気中にフロンガスが漏れないように適切な措置を行い、取り外すこと。

（発生材運搬）

運搬にあたっては、積載物の飛散・落下防止について適切に措置をし、交通関係法令を遵守し、

過積載等の違法運行を行わないこと。

（粉塵対策）

解体作業にあたっては、粉塵等の発生防止のため、現場散水やシート養生する等の対策を講じる

こと。

（アスベスト含有建材の処理）

アスベスト含有建材（レベル 1，2）が含まれる可能性がある場合は、監督員と協議の上、別途対

応すること。

解体作業中、飛散性アスベスト含有建材（又は含有が疑われる建材）があった場合は、その事実

が判った時点で速やかに監督員に連絡し、含有調査を含めて適切な除去工法等を検討する。

除去工法等の決定後は石綿障害予防規則に基づくほか、大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃

に関する法律（廃棄物処理法）及び関係法指針に基づき適切に処理すること。
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参考資料

※【石綿事前調査結果報告システムによる報告対象となる工事】

(令和 6年 4月 1 日現在)

※1 建築物の改修工事には、模様替え、修繕のほか、建築設備（ガス・電気の供給、給水、排水、換

気、冷暖房、排煙、汚水処理のための設備等を含みます）の設置・修理・撤去等を行う場合が含ま

れます。

※2 報告対象となる工作物は以下のものです。（なお、事前調査自体は以下に限らず全て必要です。）

・反応槽、加熱炉、ボイラー、圧力容器、煙突（建築物に設ける排煙設備等の建築設備を除く）

・配管設備（建築物に設ける給水・排水・換気・暖房・冷房・排煙設備等の建築設備を除く）

・焼却設備、貯蔵設備（穀物を貯蔵するための設備を除く）

・発電設備（太陽光発電設備・風力発電設備を除く）、変電設備、配電設備、送電設備（ケーブル

を含む）

・トンネルの天井板、遮音壁、軽量盛土保護パネル

・プラットホームの上家、鉄道の駅の地下式構造部分の壁・天井板

※3 工作物の改修工事には、定期修理が含まれます。
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① 解体部分の 延べ床面積が 80 ㎡以上の建築物 の解体工事

② 請負金額が 税込 100 万円以上の建築物 の改修工事※1

③ 請負金額が 税込 100 万円以上の特定の工作物※2 の解体または改修工事※3

④ 総トン数が 20 トン以上の船舶（鋼製のものに限る）の解体又は改修工事（令和 4年 1月 13 日厚生労

働省令第 3号により追加）



（元請業者が作成及び発注者に説明する場合）

令和○○年 ○月 ○日

解体等工事に係る事前調査説明書面

①発注者 住所 愛媛県宇和島市曙町 1番地

氏名 宇和島地区広域事務組合長 岡原 文彰 様

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

②元請業者 住所 ○○県○○市○○ ○丁目○-○

氏名 ○○ 株式会社

代表取締役 ○○ ○○

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号 ○○-○○-○○

大気汚染防止法第 18 条の 15 第 1 項に基づき、解体等工事に係る石綿使用の有無に関する事前調査結

果について下記のとおり説明します。

備考 1 特定建築材料が有り、特定粉じん排出等作業に該当する場合は別紙 1を添付すること。

2 工事中に特定建築材料を見つけた場合、再度説明すること。

※ 書面の構成等を改変する場合は、○番号の項目を記載した書面とすることが望ましい。

元請業者からこの書面の説明を受けました。

⑯発注者氏名（法人にあっては名称並びに説明を受けた者の職及び氏名）

令和○○年○○月○○日 ○○ ○○

発注者へこの説明を行いました。

⑰元請業者氏名（法人にあっては名称並びに説明を行った者の職及び氏名）

令和○○年○○月○○日 ○○ ○○

③解体等工事の場所
○○県○○市○○ ○丁目○-○

（解体等工事の名称） ○○○○解体工事

④解体又は改造・補修着手年月日 令和○○年○○月○○日 延床面積 ○○○ ㎡

⑤解体等工事の種類 解体 改造・改修 階数 ○ 階建

⑥建築物等の竣工年 昭和・平成 ○○ 年

⑦建築物等の概要

☑建築物

（ ☑耐火 □準耐火 □その他（ ））

（ □木造 ☑ＲＣ造 □Ｓ造 □その他（ ））

□その他工作物

⑧事前調査を行った者及び当該者

が登録規定に基づく講習を受講

した講習実施機関の名称

氏名 ○○ ○○（○○株式会社 ○○課）

講習実施機関の名称

（ □一般 ☑特定 □一戸建て等 □その他（ ））

⑨調査を終了した年月日 令和○○年○○月○○日

⑩調査の方法 ☑書面 ☑目視 ☑分析 □その他（ ）

⑫特定建築材料の有無
☑石綿有又は石綿みなし有（詳細は別紙 1のとおり）

□石綿無

⑬破壊しないと調査でき

ない場所であって、解

体等が始まる前に確認

できなかった場所

設置予定年月日 令和○○年○○月○○日

設置場所 別紙のとおり

⑮大気汚染防止法に係る作業の実

施の届出の要否
☑要 □不要

⑪
調
査
の
結
果

⑭
事
前
調
査

の
掲
示

様式・記入例



別紙 1

特定粉じん排出（石綿除去）等作業の概要

※ 書面の構成等を改変する場合は、○番号の項目を記載した書面とすることが望ましい。

備考 1 解体等工事が粉じん排出等作業（石綿排出等作業）に該当する場合に作成すること。

2 特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）の対象となる建築物等の配置図、付近の状況、

特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）工程を明示した特定工事（特定排出等工事）の

工程の概要については、計画している作業方法等がわかるものを添付すること（作業工程

を示す日程表、図面等）。

①特定粉じん排出等作業の種類

大気汚染防止法施行規則別表第 7

1 の項 建築物の解体作業のうち、吹付け石綿及び石綿含有断

熱材等を除去する作業（次項及び 5の項を除く）

2 の項 建築物の解体作業のうち、石綿含有断熱材等を除去す

る作業（かき落とし、切断、又は破砕以外の方法で特

定建築材料を除去するもの）（5の項を除く）

3 の項 建築物の解体等作業のうち、石綿含有仕上塗材を除去

する作業（5の項を除く）

4 の項 建築物の解体等作業のうち、石綿含有成形板等を除去

する作業（1から 3 の項、次項を除く）

5の項 特定建築材料の事前除去が著しく困難な解体作業

6 の項 建築物の改造・補修作業のうち、吹付け石綿及び石綿

含有断熱材等に係る作業

②特定粉じん排出等作業の実施の期間
自 令和○○年○○月○○日

至 令和○○年○○月○○日

③特定粉じん等作業の対象となる建築物

等の部分における特定建築材料等の種

類並びにその使用箇所及び使用面積

1 吹付け石綿 （ 天井 、 ○○ ㎡ ）

2 石綿を含有する保温材 （ 、 ㎡ ）

3 石綿を含有する耐火被覆材（ 、 ㎡ ）

4 石綿を含有する断熱材 （ 、 ㎡ ）

5 石綿を含有する仕上塗材 （ 外壁 、 ○○ ㎡ ）

6 石綿を含有する成形板等 （ 壁、屋根 、 ○○ ㎡ ）

詳細は別紙 のとおり

④特定粉じん排出等作業の方法 除去 ・ 囲い込み ・ 封じ込め ・ その他（ ）

⑤特定粉じん排出等作業の方法が法第 18

条の 19 各号に掲げる措置を当該各号に

定める方法により行うものでないとき

は、その理由

⑥特定粉じん排出等作業の対象となる建

築物等の配置図及び付近の状況
別紙 の通り

⑦特定粉じん排出等作業の工程を明示し

た特定工事の工程の概要
別紙 の通り

設置予定年月日 令和○○年○○月○○日

設置場所 別紙 のとおり

⑨特定工事の元請業者の現場責任者の氏

名及び連絡場所

○○株式会社○○課 ○○ ○○

電話番号 ○○-○○-○○

⑩下請負人が特定粉じん排出等作業を実

施する場合の当該下請負人の現場責任

者の氏名及び連絡場所

○○株式会社○○課 ○○ ○○

電話番号 ○○-○○-○○

⑧
作
業
の
掲
示


